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 鹿児島の「一流」を売り込め！！  12月27日から「奄美ドクターヘリ」の運航を開始します

 北朝鮮による拉致問題の解決に向けて

未来のためにできること 　～ 12月は地球温暖化防止月間です ～

　「ドクターヘリ」とは、救急医療に必要な機器や医薬品などを装備した救急医療専用のヘリコプ
ターです。医師や看護師が搭乗し、離着陸場所（ランデブーポイント)から医療機関に搬送するまで
の間、患者に救命医療を行うことができます。
　多くの離島があり、広い地域を対象とした救急医療の確保が求められる本県では、平成23年12
月に県本土・熊毛地域などを運航範囲とした県ドクターヘリの運航を開始しました。
　今回の奄美ドクターヘリの運航開始により、県内全域をカバーできるようになります。

　全国的な規模で事業展開している大手企業・事業者などを対象に、本県のブランド力が向上
するよう、県産品の販売促進や観光客の誘致拡大、企業誘致などにつながる知事トップセール
スを県下の経済団体などと一体となって展開。また、経済成長著しい中国、香港、シンガポール
を中心に、本県の国際的な認知度アップを図るとともに、県産品の海外市場開拓や海外観光客
の誘致などにつながる知事トップセールスを展開しています。

　本県と香港との更なる交流促進を図るた
め、「第20回鹿児島・香港交流会議」を10月に
香港で開催。「ラウンド・テーブル・ミーティ
ング」では、経済、芸術文化、青少年、観光交流
など、交流プログラム７項目を合意しました。

　「知事主催レセプション」では、和牛や黒豚な
ど本県の誇る日本一の食材をPRするととも
に、その食材を使った料理を提供し、出席者か
ら「鹿児島の食材は本当に素晴らしい」といっ
た感想をいただきました。

　「鹿児島焼酎祭in香港」では、蔵元による焼酎
のPR、知事と香港の有名タレントとのトーク
ショーなどを行い、約2000人の来場者に鹿児
島の焼酎の魅力を発信しました。

　12月のテーマは「環境にやさし
い住まい方（節電）」です。
　「暖 房 の 温 度 を20℃以 下 に す
る」、「こまめな消灯を心がける」な
ど、家電を上手に使いながら、温暖
化防止に取り組みましょう。

　普段、自動車やバイクで通勤している
方を対象に、毎週水曜日にバス・市電で
通勤する時の運賃を小人料金に割り引く

「エコ通勤割引パス」を発行しています。
　詳しくは、県ホームページをご覧いた
だくか、下記までお問い合わせください。

　昨年12月に開催されたCOP21において、2020
年以降の新たな国際的枠組みである「パリ協定」が
採択され、11月4日に発効しました。協定では、今世
紀末の気温上昇を2℃未満に抑えることなどが掲げ
られています。
　日本は、2030年度の温室効果ガス排出量を2013年度比で26％削減
する目標を掲げ、 「COOL CHOICE」を旗印とした国民運動を展開し
ています。

　○　「COOL CHOICE」とは?
　　　車や家電の買い替えのときにエコ
　　な製品を選んだり、公共交通機関や
　　自転車で移動するようにするなど、
　　環境に良い「選択」をしていくこと。

　県では、現在、明治維新150周年に向け
てさまざまなPRに取り組んでいます。
　11月5日には、鹿児島市で「薩長同盟
150周年記念パレード」を県・経済団体・観
光関係団体などで構成する実行委員会によ
り開催し、秋晴れの下、多くの参加者で賑わいました。

　また、明治維新150周年の平成30年には大河ドラマ
「西郷どん」が放映されることも決定しており、鹿児島への
注目がますます高まることが期待されます。今後、「西郷ど
ん」の放映により見込まれる誘客効果を最大限に生かし、
効果的なＰＲに取り組み、明治維新を成し遂げた人々を育
んだ鹿児島の魅力を広く情報発信してまいります。

　県では、温暖化対策のため、県民、事業者、行政が一体となって取り組む「地球環境を守るかごしま県民運動」を展開しています。
　将来の子どもたちや生物、環境のために、私たち一人ひとりが地球温暖化について知り、身近な暮らしの中で、できることから実践しましょう。

　1970年代から1980年代を中心に、多くの日本人が北朝鮮に拉致さ
れました。
　日本政府は北朝鮮による拉致被害者として17人を認定しています
が、ほかにも、拉致の可能性が疑われる行方不明者が多く存在します。
　2002（平成14）年9月、北朝鮮が日本人拉致を初めて認め、同年10月
に、５人の拉致被害者が日本に帰国しましたが、そのほかの被害者につ
いては、北朝鮮当局から納得のいく説明はなく、今なお北朝鮮にとらわ
れたまま、帰国の実現を待っています。

　北朝鮮人権侵害問題啓発週間を中心に、地域振興局・支庁やイオン
モール鹿児島など県内15カ所でパネル展を開催します。　
　※パネル展の詳細などについては、県ホームページをご覧いただく
　　か、下記までお問い合わせください。

「北朝鮮による拉致被害者の生存と救出を信じている」と
いう意思を表わしています。

　今から38年前の1978（昭和53）年8月、市川修一さんと増元るみ子
さんは日置市の吹上浜海岸で北朝鮮に拉致され、いまだ帰国を果たし
ていません。
　また、民間団体である特定失踪者問題
調査会が、北朝鮮による拉致の可能性を
排除できないとしている「特定失踪者」
や、警察が公表している「北朝鮮による
拉致の可能性を排除できない行方不明
者」の中にも、本県関係者がいます。

●運航主体　　　　　　　　　　　●運航範囲
　　県立大島病院 　　　　　　　　　  奄美地域および十島村
●運航時間
　　午前8時30分から日没まで
　　※悪天候で視界不良のときなど、出動できない場合があります。
●離着陸場所
　　原則として事前に定めたランデブーポイント（公園や運動場、学校
　の校庭など）
●出動要請方法
　　消防機関などが県立大島病院へ要請
　　※県民の皆さまが直接要請することはできません。

　　　安全な運航のため県民の皆さまへお願い
○離着陸の際は、ヘリコプターの風圧や騒音が発生します。
　危険ですので離着陸する場所から退避してください。
○着陸後は、関係者以外近寄らないでください。

鹿児島の魅力を世界に発信　～ 鹿児島・香港交流会議 ～

運航範囲および県立大島病院からの所要時間

本県に関係する拉致被害者の方々
「地球環境を守る かごしま県民運動」にご協力ください！

パリ協定と「COOL CHOICE」

基本的な流れ

奄美ドクターヘリの概要

鹿児島県　拉致問題 検索

ブルーリボン

12月10日～ 16日は北朝鮮人権侵害問題啓発週間です

市川修一さん
（当時23歳）

増元るみ子さん
（当時24歳）

⑤医師の診断
　および処置

ランデブーポイント

②救急隊出動

③ヘリ出動要請

県立大島病院
救命救急センター

④医師・看護師が
ヘリに搭乗して出動

救急現場

⑥病院へ患者搬送

④患者搬送

※夜間および荒天時格納

※日中は屋上で待機
屋上ヘリポート

消防機関

①119番通報

佐大熊ヘリポート
（格納庫）

いちかわしゅういち ますもと こ

平成30年
明治維新から150年を迎えます！

毎月５日は
「エコライフデー」

水曜日は
「エコ通勤」

　地球は、二酸化炭素などの温室効果
ガスが太陽や地表から放出される熱を
吸収・再反射することで、一定の気温
を保っています。しかし、人間の活動に
よる温室効果ガスの増加により、温室
効果が高まり、地球が暖まり過ぎてし
まう「地球温暖化」が進んでいます。

　温暖化が進むと、異常気象の
増加や農作物の品質低下、生態
系の変化など、さまざまな分野
へ影響を与えると考えられてい
ます。

地球温暖化の影響

バングラデシュでの洪水被害(左)と白化したサンゴ(右)
（引用：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト）

　北朝鮮による拉致問題の一刻も早い解決には、それを願う

県民の皆さま一人ひとりの声が何より強い力となり、被害者

ご本人とご家族の大きな心の支えとなります。

　皆さまの温かいご理解とご支援をお願いします。
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50km
（13分）

100km
（25分）

150km
（35分）

210km
（45分）

●

210km

200km

「算出根拠」
・巡行速度：278km/h
・離着陸に要する時間を考慮（2分）
・現場天候等による遅延等は除く
 【アグスタ社提供データ】

　鹿児島には、
自然環境、歴史・文化、農林水産物、どれを取っても一流の素材がたくさんあります。

　鹿児島の一流の素材を国内外に積極的に売り込み、
県民の所得、生活を少しでもよくするため、

全力で取り組んでいます！

クール　　　チョイス

県立大島病院


